伊豆市奨学金貸与の概要（応募者用）
　１　目　的
伊豆市奨学金は、経済的理由により修学が困難な生徒及び学生に対し、学資（学費、通学費等）を貸与し、有為な人材の育成に資することを目的としています。
２　資　格
　　　⑴ 　学校教育法(昭和22年法律第26号)に規定する高等学校、高等専門学校、短期大学、大学（大学院を含む。以下同じ。）及び専修学校（２年制以上）において就学する者

　⑵　 奨学生の保護者が３年以上市内に住所を有する者

　   ⑶　 品行方正で経済的理由により就学が困難と認められる者
３　奨学金の額
⑴　 高等学校　月額16,000円
⑵　 高等専門学校、短期大学、大学及び専修学校　月額20,000円
４　貸与期間及び交付
⑴  奨学金を貸与する期間は、その在学している学校の正規の修学期間とします。

⑵  奨学金は、４か月分を次のとおり年３回奨学生又は保護者の預金口座へ送金します。
第１回－５月下旬、第２回－９月下旬、第３回－１月下旬

５　申請手続
　　　応募者は、教育委員会から「奨学金貸与申請書」その他必要書類の交付を受け、⑴の「奨学金貸与申請書（様式第１号）」に必要事項を記入し、⑵の「奨学生推薦調書（様式第２号）」とともに学校に提出し、奨学生推薦調書の作成を依頼してください。
　   　　奨学金貸与申請書に次の①から④の書類を添付し、奨学生推薦調書及び成績証明書とともに教育委員会に提出してください。
 ⑴ 　奨学金貸与申請書（様式第１号）（応募者作成）
　　　    ※ 添付書類（教育委員会への提出書類）
①　世帯全員の住民票の写し 　　 　　　　１部　

②　保護者（父母）の所得証明書　　　　　　　各１部
③　他の団体等からの奨学金の貸与又は給与を受けている場合は、その奨学金に関す
る調書（該当者のみ）
④　大学等への進学後に奨学金の貸与を受けようとする応募者は、進学予定校の合格通知書の写し　
【申請書に記載する連帯保証人２人のうち、１人は保護者（父母又は生計を維持する者）、１人は保護者とは別に伊豆市に在住している者又は市外に在住している者で奨学生応募者と４親等以内の親族とし、それぞれ次の要件をすべて満たす者とします。】

①　それぞれ独立の生計を営んでいること。

②　住所地の市町村税を滞納していないこと。

③　将来奨学金返還の責めを負うために必要な資力を有していること。
⑵　　奨学生推薦調書（様式第２号）（学校長作成）
· 添付書類

・成績証明書（新１年生は、入学前の学校の学業成績表とすることができる。）

　　　　　　【学校長は、人物所見の欄に奨学生応募者の健康状態も必ず記入してください。（例：健康状態は良好等）】
６　応募締切日

　　 　応募締切日は、奨学生応募者に別途伝えます。
７　貸与決定
奨学金貸与申請書、奨学生推薦調書及び添付書類について教育委員会の審査の後、奨学金の貸与の可否を決定し、奨学金貸与可否決定書により、直接本人に通知します。

８　奨学金の貸与

　　　　奨学金貸与を貸与することの決定通知を受けた奨学生応募者は、決定通知を受けた日から10日以内に「誓約書」（様式第４号）に連帯保証人２人の実印を押印し、次の書類を添付し、教育委員会に提出してください。奨学金貸与の決定を受けていても、誓約書の提出がない場合は、奨学金は貸与しませんのでご注意ください。
· 添付書類

①　連帯保証人２人の印鑑登録証明書
②　連帯保証人２人の市町村税の納税証明書
③　保護者以外の連帯保証人の所得証明書

　

　　【大学等への進学後に奨学金の貸与を受ける奨学生は、大学等の在学証明書又は学生証の写しを、大学入学後に教育委員会に提出してください。】

　

９　異動の届出
　　 奨学生及び奨学生であった者（以下「奨学生等」という。）は奨学金返還完了前に、次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、直ちに教育委員会に届け出てください。ただし、本人が疾病その他の理由により届出ができない場合は、その理由を付して保護者が届け出てください。
　   ⑴　休学、復学、転学又は退学したとき。　
　⑵　本人、連帯保証人の氏名、住所その他重要な事項に異動のあったとき。

　⑶　連帯保証人を変更するとき。

　⑷　奨学金の貸与を受けることを辞退するとき。
⑸  奨学生等が死亡したとき。

　　　　
10　返還の方法
⑴   「奨学金借用証書兼返還計画書」の提出
　   　奨学金の貸与が終了する際、卒業前に保護者及び連帯保証人の印鑑証明書を添付し、教育委員会に必ず提出してください。

⑵　 奨学金は、卒業の月の１年以内の据え置き期間後、８年間に月賦、半年賦又は年賦で、予め教育委員会から送付された「納付書」により返還することになります。ただし、全額又は一部を一時に返還することもできます。
11　返還猶予
進学、疾病、災害その他特別の正当な理由により奨学金の返還が困難な場合は、相当の期間その返還を猶予することができますので、「奨学金返還猶予申請書」を教育委員会に提出し、許可を受けてください。
12　返還免除
　　　　　　奨学生等が奨学金の返還完了前に死亡したときは、奨学金の全額又は一部（延滞している奨学金を除く。）を免除することができますので、連帯保証人は、「奨学金返還免除申請書」を教育委員会に提出し、承認を受けてください。

13　利　息
奨学金は無利息としますが、正当の理由がなく奨学金の返還を遅延したときは、年３．０パーセントの割合で延滞利息を徴収します。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊豆市奨学金取扱機関

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊豆市教育部教育総務課　教育総務スタッフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒410-2592　静岡県伊豆市八幡５００番地の１　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　0558-83-5470　　FAX　0558-83-5498
　　　http://www.city.izu.shizuoka.jp/
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